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認定制度:リテラシーレベル (昨年)
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応用基礎レベル (今年)
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数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム
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コンソーシアム参加大学100校以上



アメリカ統計学会ニュースレター 2021年10月号

アメリカでの統計学の学位数

修士

学士

博士

• 日本は基本的にゼロ。統計学教員の不足が深刻。
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世界デジタル競争ランキング2022     (スイスのIMD)

特に低評価だった指数
• デジタル・技術スキル:62位
• ビッグデータやデータ分析の活用: 63位
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相次ぐデータサイエンス系学部の創設

• 2017年 滋賀大学データサイエンス学部
• 2018年 横浜市立大学データサイエンス学部
• 2019年 武蔵野大学データサイエンス学部

兵庫県立大学社会情報科学部
• 2020年 ⾧崎大学情報データ科学部
• 2021年 立正大学データサイエンス学部

群馬大学情報学部
• (2022年は無し)

• 「AI×専門」のみならず、高度DS人材が必要
• 専門学部への政策的支援が重要



11

相次ぐデータサイエンス系学部の創設
• 2023年(予定)

一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部
名古屋市立大学データサイエンス学部
京都女子大学データサイエンス学部
大阪成蹊大学データサイエンス学部

• 2024年(報道されているもの)
秋田大学
宇都宮大学
下関市立大学

• データサイエンス系学部ができることを歓迎
• 滋賀大学としてはその中でトップランナーの位置を保ちたい
• 実は教員不足が深刻



• 統計数理研究所を中核機関とし、21大学等が参画機関として発足
• 滋賀大学はこの事業の「西の拠点」として貢献
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統計エキスパート人材育成事業 ← 統計教員育成
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• データサイエンスの3要素と産学連携による教育

• 社会人のリスキリング



データサイエンスの３要素

データ
収集・

加工・処理
（データ

エンジニアリング）

理系的

データ
分析・解析

（データ
アナリシス）

価値の
発見・創造

（価値創造）

(主に)文系的理系的

情報学＋統計学＋価値創造

文理融
合分野

• 文系的: 人々の行動履歴を分析
• 人間がからむので倫理も重要
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AI(狭義)

AI(広義)



データサイエンティスト育成の滋賀大モデル

大規模データを加工・処理
するための

専門的知識とスキル
（情報工学・コンピュータ科学）

大規模データを分析・解
析するための

専門的知識とスキル
（統計学）

ビジネスや政策などの領域で課題を読み取りデータエンジニ
アリングとデータアナリシスにより得られた知見を
現場の意思決定に生かして価値を創造する

（演習：領域分野での成功体験）

新たな知見

データサイエンスデータサイエンス

データサイエンティスト
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• 価値創造は講義では教えられない

• 実際のデータや課題は大学には存在しない

• 現場のデータを利用した価値創造PBL演習での成功体
験が重要

実際のデータを用いた価値創造教育

• 企業・自治体等との連携
• 滋賀大では累計250社超
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事例は後で説明



滋賀大の主な連携協力先
あいおいﾆｯｾｲ同和損害保険㈱
アイシン精機㈱
㈱アイセロ
㈱アイディーズ
㈱Aqua Fusion
石原ケミカル㈱
伊藤忠ﾃｸﾉｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱
㈱イー・エージェンシー
(一社)e-kagaku国際科学教育協会
㈱インテージ
㈱ｲﾝﾃｰｼﾞﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ
㈱インフィック
㈱ＳＭＢＣ信託銀行
NTTコミュニケーションズ㈱
㈱NTTドコモ
エヌビディア合同会社
エーザイ㈱
㈱大垣共立銀行
大阪ガス㈱
㈱オプトホールティング
ｵﾑﾛﾝｿｰｼｬﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱
カネテツデリカフーズ㈱
㈱関西みらい銀行
㈱関通
㈱京都銀行
㈱クレオ
㈱神戸製鋼所

㈱KOKUSAI ELECTRIC
コグニロボ㈱
サカタインクス㈱
サスメド㈱
佐藤工業㈱
ＣＣＣマーケティング㈱
㈱滋賀銀行
滋賀経済同友会
滋賀県商工会連合会
滋賀中央信用金庫
㈱滋賀レイクスターズ
㈱ショーケース・ティービー
㈱新日本科学PPD
㈱神鋼環境ソリューション
㈱SCREENｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ
スターツ出版㈱
住友金属鉱山㈱
㈱セゾン情報システムズ
ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱
第一工業製薬㈱
第一生命ホールディングス㈱
ダイハツ工業㈱
タキイ種苗㈱
玉田工業㈱
田辺三菱製薬（株）
㈱帝国データバンク
TMIﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ＆ｾｷｭﾘﾃｨｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱

(一社)データサイエンティスト協会
㈱デンソー
東京海上日動火災保険㈱
総務省統計局統計ﾃﾞｰﾀ利活用ｾﾝﾀｰ
総務省統計研究研修所
大学共同利用機関法人
情報・ｼｽﾃﾑ研究機構 統計数理研究所

独立行政法人統計センター
東レエンジニアリング㈱
トヨタ自動車㈱
トヨタファイナンス㈱
日鉄テックスエンジ㈱
日東電工㈱
日本電気㈱（ＮＥＣ）
日本電気硝子㈱
能勢鋼材㈱
㈱野村総合研究所
㈱⾧谷工コーポレーション
㈱パルコ
パーク２４㈱
彦根商工会議所
㈱日立建機ティエラ
㈱日立製作所
PwCあらた有限責任監査法人
ビーウィズ㈱
ブラザー工業㈱
㈱brista

（2022年6月1日現在 五十音順）

NPO法人ﾋﾞｭｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ
㈱日吉
フジテック㈱
㈱平和堂
㈱堀場アドバンスドテクノ
㈱堀場エステック
㈱堀場製作所
㈱マイナビ
マギー㈱
㈱マクロミル
㈱三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ
村田機械㈱
㈱メタルアート
守谷輸送機工業㈱
㈱野洲ﾒﾃﾞｨｶﾙｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
ﾔﾏﾄｸﾚｼﾞｯﾄﾌｧｲﾅﾝｽ㈱
㈱ヨシケイ滋賀
㈱読売新聞東京本社
国立研究開発法人
理化学研究所革新知能統合研究ｾﾝﾀｰ

レノボ・ジャパン合同会社
㈱ワッツ

その他 自治体等
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社会人のリスキリングの必要性

https://smartwork.nikkei.co.jp/survey/20221104.html

岸田首相所信表明演説(10月3日): 
特に個人のリスキリングに対する公的支援については、人への投資策を
「5年間で1兆円」のパッケージに拡充します。

• DS・AI分野を大学で習っていなかった ← 技術の急速な変化
• 統計学もあまり習わなかった ← 統計学部・学科がなかった
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データ
収集・

加工・処理

データ
分析・解析

価値の
発見・創造

データサイエンスの前と後

課題の発
見・設定

実装・業
務改善

• 現場と協働し課題を
発見

• DS・AIによって解決
可能か判断

• 効果の予測

• 上司の理解
• 現場の抵抗
• 企業文化

大学

企業 ?

連携
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• 様々な職種でDS・AIのリテラシーが必要
← 学部レベルの内容も必要

• データ分析・解析部分の専門家も必要 (内製化)
← 大学院レベルの教育

• 繰り返し学ぶ機会を作る
• 博士人材の育成と企業による採用
• AIのアルゴリズム研究はGAFAなど企業が主導
• 社会人の教育も産学連携で

社会人の教育のありかた



企業と大学の共同研究が成功するための条件

• 整理されたデータがある。
• 解決したい課題に対して、十分な量があり、質も高い

データがある。
• あるいは必要に応じてデータをとれる環境がある。

• 解決したい課題がある程度明確である。
• データ分析に落とし込めるくらいに課題が明確化されて

いる。
• 改善したい指標が設定されている。

• 担当者の能力
• 企業の担当者がデータ分析の考え方に慣れている。
• データサイエンティストの側が、問題に応じて適切な手

法を提案できる。 21
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• 滋賀大学データサイエンス学部及
び大学院のカリキュラム

• 産学連携によるPBLの事例



2016年：データサイエンス教育研究センター

2017年：データサイエンス学部
(定員100名)

大学院DS研究科
2019年：修士課程 (定員20名→40名)
2020年：博士課程 (定員3名)

データサイエンス教育研究拠点

滋賀大学のデータサイエンス教育研究拠点の経緯
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昨年、卒業生
修了生を輩出

早期
設置



〇国内最高水準のDS教育研究拠点化
• 2016年 DS教育研究センター発足

専任教員・研究者 8名
• 2017年 DS学部開設 同 19名

（現在：専任教員・研究者 44名）

・2020年4月 大学院DS研究科「博士後期課程」
前倒し設置

・2021年3月 DS学部一期生卒業
大学院DS研究科修士一期生卒業

〇2022年4月
DS・AIイノベーション研究推進センター発足

拡大を続けるデータサイエンス教育研究拠点

連携拡大による教育研究水準の高度化
外部資金を活用した教員・研究者の増強

教員の4割は
外部資金採用

24
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滋賀大学DS学部カリキュラム



例: 企業連携による実際のデータを用いたPBL教育

• 日経新聞2019年7月31
日で紹介

• チョコレートの売上
データを分析し、プロ
の前で発表

• 学生が答えのない課題
に挑戦

• このようなPBLの教育
効果は高い

• 企業からの積極的な協
力が不可欠

26
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例：地元警察と
の連携
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実践的な卒業研究 (1期生)

特別セッション
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修士課程

• 定員20名で発足。昨年40名に拡大 ← 学部からの進学

• 1年目はインテンシブな講義・演習
• 2年目は修士論文執筆 (企業に戻ってデータ分析)
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毎年20名弱の企業派遣学生



• 連続晶析における粒度分布遷移過程の状態空間モデルによる分析
• 分散表現獲得手法による類似文章の推薦 ―社内用語に対応するモデルの探索―
• コロナ禍におけるEBPMに資する倒産・失業関連指標の予測速報モデル
• マーケティング・リサーチにおける統計的因果探索を用いた因果仮説構築に関する研究
• 機械学習を用いた調査票データベースにおける質問内容分類
• テレマティクスデータを用いた自動車事故リスク評価に関する考察
• 転移学習を用いた利用者の少ない金融サービスに対する顧客予測分析
• コールセンターの応対音声品質の自動評価に向けた要素技術の研究
• 関係の離脱を考慮した多項関係解析と金融商品購買予測への応用
• 預金口座情報を用いた企業デフォルト予測の実証分析
• 不均衡データに対する機械学習手法と税関不正検知への応用
• 南海トラフ巨大地震における生活廃棄物の広域処理についての考察
• 量的・質的金融緩和政策期における、上場企業の有形および無形資産投資に関するパネ

ルデータ分析
• 生存解析と機械学習手法を用いた企業の隠れ状態の推定
• プラント非定常運転時の異常検知手法の研究
• 廃棄物処理施設における監視映像を対象とした異常検知
• 新型コロナウイルス感染症に関する考察
• 企業信用調査のテキストマイニングによる特定業界の判別

修士1期生の修論タイトル一覧 (昨年春)

企業派遣院生の修論
は多くが非公開
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学部1期生
の就職状況
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2期生の
就職状況
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• 情報系とデータサイエンス系の区別
• 企業側にチームがないケース
• データサイエンティストの中期的なキャリアが確立され

ていない
• 数年後にはデータサイエンス系学部からの卒業生が1000

名以上となる

就職状況から見えてくる課題
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滋賀大学DS学部の成⾧とその要因

• 社会からの強い需要 ← 1期生、2期生の就職状況も良好

• (地道な営業活動を通じた) 企業連携の推進

• (研究室単位でなく) 学部として企業対応、教員とのマッチ
ング

• 外部資金の獲得によるスタッフ充実

→ さらなる外部資金獲得

→ さらなるスタッフ充実 のサイクル

• 学⾧のリーダーシップによる学内資源の集中投入
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まとめ

• DS・AIの教育に関する動向を紹介した。
• DSの3要素と産学連携による教育の重要性を説明した。
• 社会人のリスキリングの考え方について説明した
• 滋賀大学DS学部及び大学院のカリキュラムを紹介した。
• 産学連携によるPBLの事例を紹介した。
• 就職状況に見る人材需要を説明した。


